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第４号様式（要項第６条関係） 

 

2022年度 第4回 藤沢市立御所見中学校 学校運営協議会会議録 

 

開催日時：2023年1月23日（月）15時30分〜 

場  所：御所見中学校 図書室  

 

参加者 

中岡 正晴（御所見中学校 校長） 

荒船 友樹（御所見中学校 教頭） 

高畑 眞澄（御所見中学校 地域担当教諭） 

須藤 和久（御所見市民センター長） 

坂本 哲也（藤沢市社会福祉協議会CSW） 

森  雄一（元本校PTA会長） 

平賀 英子（御所見地区民生委員） 

角田 宗夫（元中学校長 人権擁護） 

鈴野 達也（御所見地区青少協会長 元本校PTA会長） 

加藤 寛章（御所見中学校 PTA会長） 

大井 秀幸（三者連携〈ふれあい共育ネットワーク〉会長 元本校PTA会長） 

（傍聴者１名） 

以上 １２名出席（１名欠席） 

 

【次 第】 

１. 開 会 

 

２. 議 題  

（１）学校運営の課題と解決策について〔継続〕 

《 学校が抱える様々な課題と背景 》 

○学力向上     ←学校の重要な役割・「新しい学び」の促進 

○安心・安全    ←「新しい生活様式」の実践 

○人材育成     ←若手教員の増加・管理職候補不足 

○地域連携     ←変化する地域との連携 

○働き方改革    ←超過勤務時間削減・教師不足による負担 

○小中連携     ←「義務教育学校」の特色ある経営 

○タブレット学習  ←GIGAスクール構想・コロナ禍対策 

○部活動の地域移行 ←「働き方改革」・慢性的な「教職員不足」・ 

             少子化による「学校単位制破綻」 

○不登校      ←「個別対応」「居場所づくり」 
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大井会長 ）来年度から御所見小学校もコミスクが始まる。 

      「部活動地域移行」が一番ハードルが高そう。 

      保護者の協力がなくてはコミスクの成功はない。 

須藤委員 ）「御所見文化祭」、いままでは吹奏楽部だけの参加であったが、新た

に家庭科部などの参加が持てて良かった。 

      市民センター（公民館）でも自習室を開放することを検討したい。 

 

中岡副会長）部活動において、教職員だけではカバーできないのが現状。 

      子どもたちの活躍の場・発表の場を維持したい。 

 

角田宗委員）御所見中学校の部活動の現状を教えてほしい。 

 

中岡副会長）深刻な教員不足のため顧問を確保できない。次年度以降も解消できる

見通しがたたない。「一人顧問」や「兼部する顧問」でサポートして

もらっている。今年度も新入生を募集しない部活動がある。 

 

角田宗委員）御所見中学校の運営協議会なので「御所見中学校のこと」を中心にし

て、自分たち運営協議員になにかサポートできことがないか考えてい

きたい。 

 

森委員  ）地域移行での「目的」はどこなのか。「勝つ」？「運動」？ 

 

中岡副会長）まず「土・日の活動補佐」がメインです。 

 

大井会長 ）では御所見のためにできることは？ 

 

中岡副会長）先ほど紹介しました、モデル試行の３パターンを参考にしながら、 

      御所見中の部活動地域移行を具現化させることです。 

  また、「部活動地域以降」については、課業以外での生徒の過ごし方

や地域での子ども育成について考えてもらいたいテーマです。 

      かつて、学校５日制が導入される時にも議論されました。 

 

荒船委員 ）「部活動」という概念を捨てる。具体的にはソフトテニス部。 

      本校はラケット競技の部活動が少ない。卓球、バドミントン… 

      「環境」を整備してあげることが大人の役目。スケボーなど。 

      資料は掲示されているが、具体的には職員もわからないことが多い。 

 

鈴野委員 ）既存のサークル・活動を部活動として広げていった方が良いのでは？ 
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大井会長 ）指導者は子どもをちゃんと知っている人、理解のある人に任せたい。 

 

荒船委員 ）教員も部活動が負担になっている人ばかりではない。むしろ、もっと 

指導したいと思っている教員もいる。 

      平日は教員、休日の地域移行は上手くいかないであろう。手当にして

も、教員はOKでも地域団体では納得できない金額であろう。 

 

角田宗委員）施設開放は本来子どものため。 

      人事異動は「部活動」でされていない。教科の「異動」をしている。 

 

荒船委員 ）今流行の言葉「持続可能な」。教員も持続可能な活動を心がけたい。 

      顧問が異動したら経営ができないのでは困る。 

 

角田宗委員）中学生は地域にたくさん貢献してくれている。 

      過去にお祭りで中学生に司会進行をお願いしたことがある。 

      地域・学校・生徒での連携で活性化させたい。 

  

 坂本委員）自分のことですが、学生の時代参加しているだけでも意味があった。 

      指導者がいるか否かで大きな違いがある。 

      安全な環境が整えられていることが重要である。 

      生徒に寄り添って顔の見られる関係が今後は必須だと思う。 

 

（２）コミスクの在り方〔継続〕 

 

（３）学校運営協議会の人選〔継続〕 

 

（４）会議運営（事務局・司会・記録）について 

 

＊（２）（３）（４）の議題については、（１）の議題に含めて話し合われた。 

 

 

３．その他 

 

●今年度の会議日程（予定） 

次回開催日程 ： 2023年 2月 28日（火）15：00〜  

会    場 ： 御所見中学校 図書室  

内    容 ： ・次年度、コミスク運営の方向性について 

          ・学校評価について 

 


